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古河電工の歩み

本所鎔銅所、山田電線製造所の開設
伸銅品と電線のメーカーとして創業

日本初の電気分銅の
試験操業を開始

電気銅線製造を開始

日本初の海底電線を製造

対馬海峡に世界初の
無装荷搬送海底ケーブルを

敷設

東京タワーにアンテナ・
給電線を設置

全自動高精度6段圧延機を開発

タイ・バンコク市内の
通信網を整備

ブラジルにアルミ電力ケーブル
製造販売会社を設立

世界初光ファイバケーブルの
フィールド試験に成功

波長多重技術による
大容量通信の整備に貢献

（1480nm帯域励起光源レーザ量産）

ルーセントテクノロジーズ社の
光ファイバ部門（OFS）買収により、
グローバルネットワーク構築に貢献

欧州合同原子核研究機構より
超電導線材で特別賞受賞

世界最高水準のコア密度、
細径超多心光ファイバケーブルを開発

シリコンバレーに研究拠点を
開設

「浮体式洋上風力プラント用
超高圧ダイナミック海底ケーブル

開発業務を受注

Blue-IRハイブリッドレーザ
「BRACE®」販売開始

高温超電導線材を
英国トカマクエナジー社の

先進的小型核融合炉開発機
（ST-80）に納入開始

古
河
電
工
の
歩
み
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米国高温超電導線材
製造会社SuperPower社を買収

「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」の
炬火台用燃料として、バイオガスを原料

とするグリーンLPガスを提供

2022

N-24-315
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カーボンニュートラルに向けた取り組み

洋上風力発電用のケーブル

古河日光発電㈱の
水力発電

カーボンニュートラルに向けた３つのアプローチ

• 小規模発電は既存の送電網への連携困難

グリーンLPG

• 内屈指の電力ケーブルメーカーとして、これまでに培ってきた海底ケーブルの技術力を
活かした送電システム。

• 富山県入善町沖における一般海域洋上風力発電事業に海底ケーブルを納入

②お客様のCO2を出さない・減らす

①自社のCO2を出さない・減らす

③CO2を再利用する
貯蔵・輸送が容易

• バイオ資源は分散・小規模 既存のLPG物流を活用できる(インフラ投資不要)

自国のエネルギーセキュリティに貢献（エネルギーの地産地消）• 小規模なエネルギー製造・輸送に適した新しい取り組みが必要

• 適切な有機廃棄物処理は一次産業成長の鍵

• 再エネ発電で日光事業所の電力を100%賄い、銅条製品は水力発電を利用して
生産。

• 当社の銅箔事業部門や三重事業所、国内、海外グループ会社の生産拠点で太陽
光発電設備を設置し利用中。

古河電池㈱の
太陽光発電パネル

古河AS㈱の
太陽光発電パネル

N-24-315

一次産業の活発な地域とLPG普及地域の好相性
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中期経営計画と推進体制

組織内体制図

営業統括本部
本部長

代表取締役社長

地産地承エネルギー
プロジェクトチーム

チーム長

(担当)
・触媒開発
・設備開発
・プロセス設計

(体制)
・6名

(担当)
・サプライチェーン構築
・海外への展開
・グリーンLPガス認証制
度に向けた検討
・O＆C戦略

(体制)
・7名

(担当)
・ガス販売窓口
・調達・販売

開発部
部長

（研究開発責任者)

戦略室
室長

(標準化戦略担当)

ソーシャルデザイン
統括部

新領域育成部
部長

サステナブル
テクノロジー
研究所
所長

研究開発本部
本部長

第1課
課長

（GI業務管理者）
(担当)
・触媒開発
・設備開発

(体制)
・7名

ものづくり改革本部
本部長

設備部
部長

設備革新部
部長

千葉エンジニアリング
ソリューション課

（担当）
・プラントエンジニアリング
・設備開発
（体制）
・4名

N-24-315

：グリーンLPガス担当
（2022年9月に新設）

中期経営計画
– 古河電気工業株式会社は、中期経営計画においてグリーンLPガス事業を重要な

戦略の一環として位置付けています。この取り組みの目的は、カーボンニュートラルの
実現に寄与し、持続可能なエネルギー供給を推進することです。具体的には、再生
可能エネルギーを活用したグリーンLPガスの生産を通じて、環境負荷を低減し、地域
資源の有効活用を図ります。 （統合報告書2024に記載）

2024年
古河電気工業株式会社
統合報告書2024より

2023年3月13日
古河電気工業株式会社
ESG説明会資料より
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様々な資源に対応可能なLPG合成プロセス

CO2

回収
技術

逆シフト
反応装置

水電解

ドライリフォーミング
装置

家畜ふん尿 食品残渣

CH4

CO2

バイオガス

メタン
発酵

or

木質バイオマス

再エネ

ガス化
装置

LPG合成反応装置

合成ガスを原料とすることで様々な資源に
対応可能で汎用性の高いプロセスを開発中

サバディエ
反応装置

水蒸気
改質装置

CO2

H2

CH4

H2O

H2O

CO

CO

H2

CO2

N2

都市ごみor

CO2 N2

H2O H2

合成LPG資源 本プロジェクトの開発内容

バイオLPG資源
全てのグリーン資源は

合成ガス(COとH2）を経由

CO2 DAC
or

CO

H2

合成ガス
C4H10

C3H8

N-24-315
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技術のベンチマーク

A社

B社

C社

稲わら等

高LPG収率（50%）
高プロパン選択率(80%)
→世界トップ

技術は成熟

セルロース C6H12O6 H2不要
分解

SHV

Energy

都市ごみ
化石資源

LPG
と混合

LPGと物性が近い

CO2/H2の
賦存量が多いので
大量生産向き

CO2

＆

H2

バ

イ

オ

マ

ス

強み

出典）GTI Energy, Cool LPG: A new path to renewable LPG

高LPG収率(39%)
（ブタンリッチ）

古河電工

GTI

Energy

バ

イ

オ

マ

ス

原料調達

C4H10

C3H8
バイオガス

家畜ふん尿

CO2

CH4

メタン
発酵

CO

H2

リアクター

合成ガス

リアクター

CO2

CH4

メタン
発酵

CO

H2

リアクター リアクター

リアクターリアクター

空気 CO

H2

リアクター

空気 CO

H2

リアクター
CO

H2

リアクター

CO

H2
DMEガス化 リアクター

プレイヤー 製造プロセス

N-24-315

https://www.gti.energy/wp-content/uploads/2022/05/05-tcbiomass2022-Presentation-Patrick-Littlewood.pdf
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古河電工のグリーンLPG技術

LPG合成反応（合成ガスからLPGの製造）改質反応（バイオガスから合成ガスの製造）

触媒粒子を“ラムネ構造”で固定化することに成功
長寿命、高活性
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反応時間 /日

Dry Reforming Process

触媒技術により、高いプロパン選択性の維持に成功

Niナノ粒子（活性点）
Supports

Niナノ粒子の凝集

炭素成分(コーク)
Supports

従来触媒

北大 増田研究室（当時）と
共同開発

多孔質材料

Ni

Ni

数 nm

古河電工 開発触媒

C4H10

C3H8
バイオガス家畜ふん尿

CO2

CH4

メタン発酵
CO

H2

合成ガス

改質反応 LPG合成反応

N-24-315
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古河電工のグリーンLPG技術（最新データ）

C4H10

C3H8
バイオガス家畜ふん尿

CO2

CH4

メタン発酵
CO

H2

合成ガス

改質反応 LPG合成反応

LPGの収率を従来の2倍まで改良

0

30

60

FY2023 Latest

LPG

LPG

他

※ 触媒情報や、反応条件については知的財産のため
公開を控えます

昨年度までの触媒性能 最新の触媒性能

LP
G
収
率
［
%
］

他
炭化水素

N-24-315
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スケジュール

2024 2026 2028 2030

ベンチプラント

着工

ベンチプラント

実証試験

LPG 200t/年

商用規模プラント

LPG 1,000t/年～

実用化

海外展開

LPG 1万～5万t/年

触媒の

基本設計完了

2023

ベンチプラント

概念設計

2020年度：ニュースリリース

2021年度：アストモス・岩谷産業と共創

2022年度：GI基金採択＆SHVE社と共創

N-24-315
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グリーンLPGのベンチプラント実証試験（2026年～）

グリーンLPGベンチプラント起工式

北海道鹿追町と包括連携契約を締結

C4H10

C3H8
バイオガス家畜ふん尿

CO2

CH4

メタン発酵
CO

H2

合成ガス

改質反応 LPG合成反応

N-24-315
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ベンチプラント実証に向けて（グリーンLPガス製造量 100～200トン/年）

ベンチプラント 3Dイメージ
※ 各機器は基本設計時の想定

操作室、機械室

雪害対策の空地

建屋から10m

プロセス機器

N-24-315
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スケジュール

2024 2026 2028 2030

ベンチプラント

着工

ベンチプラント

実証試験

LPG 200t/年

商用規模プラント

LPG 1,000t/年～

実用化

海外展開

LPG 1万～5万t/年

触媒の

基本設計完了

2023

ベンチプラント

概念設計

2020年度：ニュースリリース

2021年度：アストモス・岩谷産業と共創

2022年度：GI基金採択＆SHVE社と共創

N-24-315
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（参考）2023年6月ワーキンググループでの指摘事項

各実施企業共通の指摘事項 対応状況 参照頁数

今後の国際的なルールの形成状況によっては、将来的なビジネス環境が
大きく変化することも予想される中で、開発を進める燃料製造技術につい
て、実施企業としても、当初想定する方法以外の活用方法も検討してお
くことが必要である。また、事業の中止や縮小、ビジネスモデルの変更に繋
がるようなリスク要因を具体的に検討し、事業戦略を不断に見直ししてい
くことも重要である。

グリーンLPGを目的生成物として製造する方法は国内外において確
立されておらず、現時点で、当社が最も先進的な技術開発を行って
いるものと認識しております。革新的な触媒開発やLPG収率向上を
進めると同時に特許取得にも努めており、世界のLPG需要に対して、
こうした当社の技術は世界からも高い評価を得ております。今後、海
外の研究開発動向についても引き続き注視していきます。

P6

サプライチェーンの構築・コスト削減に向けて大規模な投資が必要になると
考えられるため、経営者がコミットしながら、プロジェクト終了後の資金調
達を見え据えた投資家向けの情報開示等を研究開発と並行して検討・
実践していく必要がある。特に、今後の国際的なルールの方向性が不透
明の中で、投資家からの資金調達を実現するためには、将来的な企業の
成長に向けた事業戦略を提示し、投資家の期待を勝ち得る必要があり、
そのために具体的な取組・情報発信を行っていただきたい。

既存のサプライチェーンを活用できる仕組みにしていくことで投資が最
小限になるよう技術開発に取り組んでおります。
国内のLPガス供給のメインプレイヤーが集まる官民検討会にてプロ
ジェクトの進捗状況を報告しており、また、オランダSHV社を含め海
外のプレイヤーに対しても情報発信を行っております。2024年11月
にはWLGAより当社研究を評価いただき賞を受賞しております。
鹿追町におけるベンチプラント起工式のタイミングではニュースリリース
を行って、事業展開の説明を一般の方々にも実施しております。

P26,28
P17,18

標準化戦略の策定・実践は、技術戦略と事業戦略を統合的に進めてい
く上での有効な手段であり、経営者が自ら主導して標準化戦略を検討・
運用する体制を構築・充実させていく必要がある。

標準化戦略として、JIS/ISO基準も含めた新たな基準の必要性に
ついて官民検討会で検討中です。また、CO2削減量の算定基準・
算定方法、環境価値の取引につながる計測方法の確立を含めた研
究開発を今後進めてまいります。

-

オープン・クローズ戦略や、安全保障等の観点、資金調達の観点等多面
的な要素を踏まえて、開示する情報については、戦略的に検討いただき
たい。

今後、海外との取引に伴う情報開示については、経産省とも連携を
取りながら進めてまいります。 -

N-24-315
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（参考）2023年6月ワーキンググループでの指摘事項

当社への指摘事項 対応状況 参照頁数

グリーンＬＰガスの製造技術として、本基金で取り組んでいるバイオ原料
による方式のほか、ＣＯ２リサイクル方式等の他の生産方式が優位性を
持つ可能性も想定される。そのような場合においても本基金の成果の活
用につながるよう、柔軟な戦略を立てておく必要がある。

バイオ原料以外の方式(CO2やH2を原料とするもの)であっても、革
新的触媒技術の適用が可能です。様々な生産方式に対して、当
社技術を供与することも可能であり、それらについても今後併せて検
討を進めてまいります。

P5

ガス会社としての実績がなく、販路等の構築が必要という状況において、
本事業で開発した技術をどうビジネス展開していくのか。自社で燃料の製
造販売に取り組む場合には、サプライチェーンの構築に向けて、どのように
原料を調達し、どこでＬＰガスを製造し、製造したＬＰガスをどのように供
給していくのかを明確にする必要がある。既存のガス会社等との連携によ
りビジネス展開を進めていくことを想定している場合には、どう連携するのか
を具体的に検討すること。研究開発を社会実装まで繋げることが重要で
あり、今後はより踏み込んだビジネス戦略を示していただきたい。

当社はガス会社ではないとのご指摘はごもっともであり、そのため事業
開始当初より、国内ではアストモスエネルギー株式会社、岩谷産業
株式会社と連携してグリーンLPG販路の構築を進めてきました。さら
に、2023年11月には、アストモスエネルギー株式会社、世界大手
のLPG事業者であるオランダSHV社と協力関係に関するMoUを締
結し、グリーンLPGの海外展開について検討を開始しております。
SHV社は世界におけるグリーンLPGの様々な技術に着目し評価を
行った上で、当社技術を評価しMoU締結に至っております。また、
2024年11月にWLGAが行ったLPG week Global Science 
Councilにて、当社発表のグリーンLPGプロジェクトがRunner up賞
として表彰されております。

P26,28
P29-32
P16,18

スケールアップが成功した後の課題であるコスト増に対しては、規模の需
要を考えながらパッケージ化して展開することが必要になるので、検討いた
だきたい。

グリーンLPGの供給については、既存のサプライチェーンを利用して展
開を図るとともに、資源賦存量のある複数地域での事業化の検討を
行っております。併せて資源賦存量の多い海外での展開を図り、世
界のグリーンLPGの需要を取り込んでいくことでコスト低減を実現して
いきます。

P26,28
P29-32

N-24-315
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アストモスエネルギー社、SHVエナジー(蘭)のグループ会社であるFuturia Fuels社と海外でのグリーンLPG原料調
達、製造、供給について共同検討を行うMOUを締結。

海外でのグリーン LP ガス共同検討に関する
基本合意書（MOU）締結について

LPガス・LNGなどの世界有数
の小売事業者であるSHVエナ
ジー社のグループ会社。
バイオLPGや再生可能ジメチ
ルエーテルなどの開発に取り組
んでいる。

（参考）海外での共同検討に関するMoU締結 2023年11月

N-24-315
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北海道鹿追町にて、喜井町長ならびに経済産業省、NEDO、LPガス事業者に列席いただき、起工式を開催した。

イベント鍬入れの様子起工式の様子

（参考）ベンチプラント起工式を開催 2024年8月

N-24-315
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https://www.instagram.com/worldliquidgasassociation/p/DCrQrkeogA6/

24年11月世界LPG協会が主催するLPG week 2024にて当社発表のGreen LPGプロジェクトがRunner up賞として表彰さ
れた。

（参考）LPG weekにてRunner Up賞を受賞 2024年11月

N-24-315

https://www.instagram.com/worldliquidgasassociation/p/DCrQrkeogA6/
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